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ほんのヒトコマ ［第49回］

「実感コーナー始めまーす！」

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜視覚・視界編〜
 【解 答】５面に問題

❶ ×（教則第4章第5節1 視覚の特性）
明るさが急に変わると、視力は一時急激
に低下する。トンネルに入る前やトンネ
ルから出るときは速度を落とすようにす
る。
❷ ○（教則第4章第5節1 視覚の特性）一
点だけを注視したり、ぼんやり見ている
だけでなく、絶えず前方に注意するとと
もに、ルームミラーやサイドミラーなど
によって周囲の交通の状況に目を配る。
❸ ○（教則第4章第5節1 視覚の特性）
疲労の影響は目に最も強く現われ、疲
労の度が高まるにつれて、見落としや見

間違いが多くなる。
❹ ○（教則第4章第5節1 視覚の特性）
高速になると視力が低下し、特に近くの
ものが見えにくくなるので注意する。
❺ ×（教則第5章第1節7 走行に当たっ
ての安全確認）自動車の運転席から見
える範囲には、その自動車自体の構造
により差があるものの、車や歩行者など
が見えなくなる範囲がある。特に大型自
動車、中型自動車及び準中型自動車は、
普通自動車に比べ、運転席から車や歩
行者が見えなくなる範囲が広いので注
意する。
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都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等
北 海 道 9/14 ～ 16 「トラック協会杯第31回全道少年団（U-11）サッカー大会」（札幌サッカーアミューズメントパーク）

（札幌地区） 9/29 「チビッコ集まれ！ 読み聞かせ広場 ｉｎ アリオ札幌」オリジナル絵本配布、絵本読み聞かせ、ぬりえコンテスト、記念撮影、トラック乗車体験、パネル展示、ランディー交通安
全免許証プレゼント等

（函館地区） 9/29 「トラック☆フェスティバル　IN　函館」キャラクターショー、子ども安全免許証、トラック冷凍室体験、トラックとの綱引き、青果販売、お菓子まき他

（室蘭地区） 10/5 「トラックフェスタ 2019」キャラクターショー、輸送相談、トラック交通安全クイズ大会、トラックもの知りクイズラリー、パネル展示等

（旭川地区） 7/28 「来て！ 見て！ 乗って！ トラックふれあいフェスティバル」シミュレータ体験、職業体験、自転車安全教室、トラック死角体験、パネル展示等

（十勝地区） 9/1
10/9

絵本読み聞かせ・トラック乗車体験（9/1 帯広市西2条南9丁目ホコテン会場）、「トラックの森づくり植樹式」（10/9 中川郡幕別町千住スマイルパーク内）、旗波で安全
運転啓発（10/9）

（釧根地区） 9/22 「トラックDAYフェスタ21」（イオンモール釧路昭和東通り正面入口前駐車場内特設会場）キャラクターショー、トラック乗車体験、車両展示、縁日等

（北見地区） 9/1 「2019 トラックディ IN kitami」北見ファミリーランド1日無料開放、わくわくお祭り広場（模擬店）等

青 森 県 10/6 「トラック感謝デー 2019」（青森県観光物産館「アスパム」駐車場・青い海公園）車両展示、トラック綱引き大会、スタンプラリー、ステージイベント、人材確保・トラック
輸送PRパネル展示等

岩 手 県 9/29 「トラックフェスタ2019 in アピオ」（滝沢市）車両展示、体験乗車、ステージイベント（輸送戦隊ハコブンジャーショー他）、絵画コンクール作品展示・表彰式、飲食ブース等

宮 城 県 10/13 「みやぎ『トラックの日フェア』～ 3.11あの日を忘れない。私たちは被災地を支援し続けます。～」（東松島市・石巻青果花き地方卸売市場）ステージイベント、トラック体
験乗車、トラックとの綱引き、人材確保コーナー等

秋 田 県 9/21 「トラックフェスタ 2019」（ポートタワー・セリオン）　交通安全パレード、交通安全宣言、ステージイベント、トラック展示・乗車体験、パネル展示、絵画コンクール表彰式等

山 形 県 9/17、10/13 「トラックの森」育樹事業（9/17）草下刈り、追肥、遊歩道の整備。イベント（10/13 山形県トラック総合会館）トラック等の展示、バルーンアート、木工クラフト教室等

福 島 県 9/7
10/19

「トラックの日」フェスタ 2019（9/7 郡山市ビッグパレットふくしま）PRブース、トラック等車両展示、模擬店、ステージイベント。「トラックの森づくり」事業（10/19 相馬
市磯部地区）海岸防災林植樹活動

茨 城 県 10 ～ 11月 支部との連携：各地区産業祭へブース出展によるPR活動、道路清掃作業等

栃 木 県 10/6 「第28回トラックの日感謝デーイベント」（道の駅うつのみや「ろまんちっく村」）キャラクターショー、パフォーマンス、ミニライブ、車両展示、スタンプラリー、クイズ大会、模
擬店、交通講話等

群 馬 県 10/5 県下14支部で一斉道路清掃活動、群馬県トラック協会敷地等にのぼり旗掲出

埼 玉 県 11/9 「交通安全・環境フェア」（埼玉スタジアム2002［にまるまるに］駐車場）絵画コンクール表彰式。各支部独自に交通安全運動および清掃活動等を実施

千 葉 県 9 ～ 11月 県下16支部においてトラックの日イベントを開催。ブース設置、業界広報・安全啓発グッズの配布、道路清掃活動等。交通安全標語・児童絵画コンクール（11/24 表
彰式）。

東 京 都 9/14・15 「トラックフェスタ TOKYO 2019」（代々木公園）事故防止・環境対策に取り組む緑ナンバートラックをPR

神 奈 川 県 10/6・19・20
11/23・24

「第36回交通安全こどもショー」（10/6 神奈川県民ホール）ミュージカル、交通安全啓蒙劇等。第20回「夢を運ぶトラックデザインコンテスト」作品展（10/19・20 小
田原ダイナシティ、11/23・24クイーンズスクエア横浜）

山 梨 県 9/28
11/16・17

「トラックの日・山梨フェスタ 2019」（9/28 甲府駅北口よっちゃばれ広場）緊急救援物資輸送訓練、トラックパレード、PRブース、ステージイベント等。臨時出張輸送相
談所開設（11/16・17 小瀬スポーツ公園）

新 潟 県 10/9前後 トラック輸送の役割について地元紙に意見広告（10月初旬）、県下8支部で道路清掃実施（10/9前後）、（公財）新潟県交通遺児基金への寄付金寄贈（10月下旬）

長 野 県 10/5 ～ 20 県下７地区において各種イベントを開催（10/5上伊那、10/6北信・下伊那、10/12上小・中信、10/13佐久、10/20諏訪）。新型トラックの展示、産直品販売、交
通安全広報活動、募金活動等

富 山 県 8/10、10/9 「ジョブキッズとやま 2019」（8/10）職業体験、業界PR。交通安全街頭キャンペーン（10/9　北陸道上り・小矢部川サービスエリア）トラックの日のチラシ・グッズ等配布

石 川 県 10/5・9 県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦 2019」（10/5）、交通災害等遺児を励ます会への寄付金寄贈（10/9）

福 井 県 10/20 「トラックフェスタ 2019＠ハピリン」　トラック輸送のお仕事体験、トラックドライバー魅力紹介ステージショー、不正軽油撲滅啓発展、乗車体験、キャラクターショー等

岐 阜 県 10/13 「たじみ茶碗まつり 2019」（多治見美濃焼卸センター）に「交通安全こども広場」出展。トラック乗車＆死角体験、ドライバーお仕事体験、自転車シミュレーター、マスコッ
トキャラクター「ギトラ」によるＰＲ、オリジナルグッズ配布等

静 岡 県 10/12・13 テレビ静岡主催「テレしず祭り 2019」へのブース出展　

愛 知 県 10/6・9 「第15回トラックフェスティバル」（10/6　愛知県トラック協会・中部トラック総合研修センター）。「トラックの日」交通安全支部総決起大会・トラックの日ＰＲイベント（10/9）。

三 重 県 10/9
11/10

支部：道路清掃活動（10/9）。 本部：トラックフェスタ（11/10）大型トラックとの綱引き、車両展示、乗車体験、冷凍荷室体験、スタンプラリー、啓発品配布、トラック
ステージショー等

滋 賀 県 7/5、10/12 「おうみの森づくり事業」（7/5）、「第4回滋賀県交通安全フェア」（10/12 竜王ドラゴンハット）ステージイベント、交通安全教室、車両展示等

京 都 府 10/20
11/9

「KTKラリースタート式」「児童絵画コンクール表彰式」「トラックフェスタ2019」（10/20 京都パルスプラザ大展示場）トラック引き体験、車両展示、ブース出展、移動販
売コーナー、抽選会等。「トラックの森整備・充実事業」（11/9 銀閣寺裏山国有林）

大 阪 府 10/27 交通安全体験コーナー、人材確保・育成コーナー、ステージアトラクションコーナー、健康増進コーナー等（浜寺公園）

兵 庫 県 10/9前後
10/20 県下13か所で啓発品等配布（10/9前後）。ステージイベント・各種ブース展開・子どもトラック運送体験・スタンプラリー等（10/20 姫路市・大手前公園）

奈 良 県 9/29 「トラックの日」ＰＲ活動（近鉄奈良駅前行基広場）事故防止・交通安全対策、環境対策、災害時緊急輸送対策等に関する啓発活動等。12地域で「トラックの日」啓
発活動

和 歌 山 県 10/20 「夢のトラック・おもしろいトラック」絵画展示、子ども向けトラック運送会社職業体験コーナー、交通安全教室、屋台コーナー、キャラクターショー、恐竜ショー、似顔絵コー
ナー等（和歌山ビッグホエール）

鳥 取 県 9/21
10/9前後 「トラックの森」森林整備（9/21 伯耆町）、県下各県会員事業所周辺の清掃、交通安全教室・交通遺児募金・児童絵画コンテスト（10/9前後）

島 根 県 10/12
11/2・17 「トラックの森」草刈り（10/12 松江市・山陰道宍道湖サービスエリア裏山）。BB大鍋フェスティバル（11/2 浜田市）、ごうつ秋まつり（11/17 江津市）

岡 山 県 10/12・19 トラックの森づくり事業（10/12 長船美しい森）、働くトラックファミリーフェスタ（10/19 岡山市サウスヴィレッジ）、小学生絵画コンクール、献血事業等

広 島 県 10/13 「第27回ひろしまトラックまつり」（広島運輸支局構内）乗車体験、トラックドライバー 1日体験、車両展示、引越なんでも相談会、飲食ブース、絵画コンクール作品展示・
表彰式、ミスタートラックヒーロー決定戦、ドローン体験等

山 口 県 10/4 ～ 8・
10/9前後・13

絵画コンクール作品展示（10/4 ～ 8 県内9か所）。清掃活動、交通安全街頭キャンペーン（10/9前後）。「第24回萩・魚まつり」（10/13 山口県漁協萩地方卸売市
場＆道の駅：萩しーまーと）絵画コンクール表彰式、トラックとの綱引き、車両展示、グッズ配布等

徳 島 県 9/28
10/6・9

トラックの森づくり（9/28 阿波市市場町）、「トラックえーなぁフェスタ 2019」・絵画コンクール表彰式（10/6 アスティとくしま）、献血キャンペーン（10/9 四国高速運輸駐
車場）

香 川 県 10/5 「輸送戦隊香川トラックレンジャー」ステージイベント、PRエコ風船・啓発グッズ等配布、トラックエコ工作教室等（国営まんのう公園）

愛 媛 県 10/6 トラック引きレース、車両展示、乗車体験、縁日、屋台、トラックの森「親子木工教室等」（愛媛県トラック総合サービスセンター）

高 知 県 9/21、10/1・2、
10/18（予定）

「高知市交通安全広場」交通安全グッズ・業界PRクリアファイル・チラシ・パンフレットの配布（9/21）、交通安全教室（10/1・2）、土佐町「とらっくの森」間伐作業・
地元住民との交流（10/18予定）

福 岡 県 7/28 TRUCK PRIDE サマーフェスティバル 2019（7/28 JR博多駅前）ステージイベント、VR、シートベルトコンビンサー、縁日、トラック展示等

佐 賀 県 10/13
10/2 ～ 14

「ばぶばぶフェスタ」出展（10/13 どんどんどんの森広場）冷蔵冷凍車体験、絵画コンクール表彰式、PRグッズ配布等。絵画コンクール入賞作品・ラッピングトラック展示（10/2
～ 14　佐賀新聞社ギャラリー）

長 崎 県 9/24
10/9

GマークPRパンフレット、長崎県産梨、ウエットティッシュ等配布（9/24　県内パーキングエリア）。「トラックの日」、「Gマーク制度」、「引越安心マーク制度」についての新
聞記事広告掲載（10/9）

熊 本 県 10/5 バスケットボールチーム「熊本ヴォルターズ」（B2リーグ）のゲームパートナーによるPRイベント（熊本県立総合体育館）大型ラッピングトラックの体験試乗、試合開始前セ
レモニー、業界PRブース出展等

大 分 県 9/29 「トラックの日記念イベント」（別府市）ヒーローショー、アームレスリング大会、トラック車両展示、FMラジオ公開収録

宮 崎 県 8/8、10/13 物流施設見学親子バスツアー（8/8）。チャリティフェスティバル（10/13）ステージイベント、トラックとの綱引き、トラック展示、抽選会等

鹿 児 島 県 10/13 「トラックの日」フェスティバル 2019（マリンポートかごしま）絵画コンクール表彰式、ラッピングトラック等の展示、乗車体験、クイズラリー、お仕事体験、白バイ・パトカー
の展示、ステージイベント等

沖 縄 県 9/21
10/19

「トラックの森」清掃活動（9/21 糸満市真壁公園）。「トラックの日」イベント（10/19 九州沖縄トラック研修会館）絵画コンクール表彰式、大型車両・冷凍車体験乗車、
子ども免許証交付、ステージイベント等

　全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中心
に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します。

（※9月13日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）

昨年の「トラックの日」における活動の様子

「トラックの日」各都道府県トラック協会の主な活動
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︑
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︑
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︑
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︑
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々
な仕事に携わる女性をとりあ
げるこのコーナー。 第 23
回目は、　「3トン車ドライバ
ー（給食配送）」のお仕事
です。㈲武山商運（宮城
県東松島市）の阿部純子
さんが登場します。

第 23 回 「3トン車ドライバー（給食配送）」阿部 純子さん（㈲武山商運・宮城県）

9:00
給食配送部門のスタッフ
が一斉に出社し、順番に
乗務前点呼（写真①）を
行う。

9:30
車両点検後、阿部さんが運転席に乗り込み（写真②）、配
送助手の清古秀美（せいこ・ひでみ）さんが助手席に同乗
し、会社を出発（写真③）。

10:00
石巻市・東学校給食センターに到着。更衣室で白衣に着替
えてから（写真④）、積載時に積荷が外気に触れることのな
いよう、トラック最後部を「コンテナ発送口」にぴったり付け
て停車（写真⑤）。

10:15
まず荷台を消毒し、給食センターであらかじめ用意された 2
校分の給食を積んだ配送用コンテナ 6 台を、阿部さん・清
古さんと給食センターのスタッフで連携して積み込む。

10:30
積み込みが完了次第、
センターを出発（写真
⑥）。2 校ある配送先の
うちの1校目へ向かう。

11:00
1 校目＝石巻市立開北
小学校に到着。馴染
みの用務員さんの指示を仰ぎながら、コンテナ4 台を降ろし、
配膳用のエレベーターに積み込む（写真⑦⑧）。荷降ろし
完了後、２校目へ向け出発。

11:30
2 校目＝石巻市立住吉小学校に到着。見事な連携でホーム
付けを行い、スムーズに荷降ろしを開始（写真⑨⑩）。

急な勾配も、２人で力のかけ
方を工夫し、難なくコンテナを
運んでいく（写真⑪）。

11:45
2 校目の駐車場にトラックを停
め、昼食休憩をとる。

12:45
2 校目→ 1 校目の順にコンテナを回収する。

13:20
給食センターに到着。荷降ろしを行う。

13:30
給食配送部門のメンバー
で構成するグループ LINE
に連絡が入り、回収作業
が遅れているトラックのヘル
プに向かうため、再び給
食センターを出発（写真⑫）。

14:00
給食センターで再度ヘルプ分のコンテナを荷降ろしして、配送
業務終了。会社の駐車場へと戻る。

14:30
駐車場に到着。高圧洗浄機を使用しトラックの洗車を行う（写
真⑬）。

15:00
帰社。帰庫時点呼を受け、翌日の注意点等を確認（写真⑭）
した後、退社。

阿部さんのある１日の仕事の流れ

娘の後押し受け給食配送ドライバーに転身 ！
真摯な仕事ぶりと誰もが慕う柔和な人柄が光る

・ 山形県出身。実家は畜産業を営み、農業系の短期大学に進
学。結婚を機に夫の実家である宮城県・牡鹿半島でホタテの
養殖業に従事。震災の影響で廃業し、東松島市に転居した。

・ 子ども４人は成人しており、来年２月には２人目の孫が誕生予定。
「今は孫の成長が日々 の楽しみです」。

・ ハローワークで武山商運の求人を発見。小学校で講師を務め
る娘の「女性の給食配送ドライバーさん、結構いるよ」という
言葉に背中を押され、平ボディ車でのホタテ輸送で培ったトラッ
ク乗務経験が活かせるのではないかと応募、即採用。

・ 「どんなところにも安全に配送できるドライバー」が目標。給食
配送時には、児童と対話する機会も多く、笑顔であいさつをし
てくれたり、「トラックかっこいいなあ、乗ってみたいなあ」と話
しかけたりしてくれるのがとてもうれしいという。

 担当業務：3トン車による給食配送
 勤続年数： 1 年 9 か月
 取得資格：中型自動車免許（8ト

ン限定）

阿部さんはこんな人！
　「他の車両のヘルプも率先してやってくれていますし、誰に対して
も対応がやわらかいところが素晴らしいです」と語るのは運行管理
者の武山千明さん。ベテラン女性ドライバーの先輩たちも、「寡黙
にしっかりと支えてくれる、縁の下の力持ち」、「天然なところもあっ
て、純粋で可愛らしい人。皆から慕われる人気者です」と
その人柄と仕事ぶりに太鼓判を押す。

阿部さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

有限会社 武山商運
［代表取締役　武山　孝好］

本社所在地	 宮城県東松島市赤井字七反谷地 434-10
資本金	 300 万円
設　立	 平成 13 年 10 月1日
従業員数	 45 人（ドラｲバー 37 人、うち女性 8 人）
車両数	 36 台

給食部門立ち上げとともに女性雇用と働きやすさを拡大
「長く働ける会社づくり」が輸送力確保へのパスポート ！

武山社長に
訊く！

　女性ドライバーの採用は 10 年前、給食配送部門立ち上げ時にドライバー
募集をかけたところ、3 人の女性から応募があったことがきっかけです。3 人
とも採用し、うち 1 人は今も給食配送を、ほか 2 人は一般貨物部門の県内
配送ドライバーをしつつ、緊急時には給食配送も行っており、以降「女性の
働きやすい環境整備」に努めています（ report! 参照）。給食配送部門は、夏・
冬・春休みという長期休暇を挟む業務であるため、雇用形態は男女ともにパートタイ
ム契約で、休みの間に子どもや孫の面倒をみることができると好評です。
　今後の目標は、新卒者採用です。
当社には配送助手やリフトマンの業務
があるため、そうした業務をしながら
経験を積み、「中型免許取得後は市

内・県内での配送→大型免許取得後は首都圏への中距離配送
→定年前には再び市内の給食配送ドライバー・助手やリフトマン
に戻る」というように、年齢に応じてステップアップしながら、長期
キャリアを形成することが可能です。「長く勤めてもらうことのでき
る会社」への進化こそが、輸送力の確保に直結すると考えます。

阿
あ べ

部 純
じ ゅ ん こ

子さん

武山　孝好
代表取締役

　同社の給食配送部門は、トラックが９台（ドライバーが９人）、
配送助手９人の計１８人で構成され、うち男性ドライバー５人を
除き、全員が女性。２人１組のツーマン運行で石巻市の給食配
送を行っている。
　３トン車１台に、500kg 以内の給食コンテナを６台積載し、市
内の小・中学校に配送するのは、ドライバー１人きりでは負担が
大きい。荷役負担を軽減するため、市に要望し、ドライバーと助
手、２人１組でのツーマン運行を可能にした。
　学校ごとにトラックの停車ホームの高さが違い、段差や勾配も
まちまちであるため、積み降ろしに際して力が必要な学校の担当
には男性ドライバーを配置。ツーマン運行開始当初は、ドライバ
ーと助手のバランスを考え、小柄な女性助手と男性ドライバーを
組み合わせるよう配慮した。昨年はドライバーが、今年は助手が
１か月交代で配送ルートをローテーションするシステムをとる。ロ
ーテーションで全校を回っているため、ドライバーも助手も、ど
の学校に行っても等しく作業を行うことができるのが強みだ。

あらゆるトラブルへの備えを万全にする体制づくり
　そのようなシステムを構築したのは、子どものいる女性ドライ
バーが働きやすい環境を整備するためだ。
　給食配送には、衛生面の徹底的な管理が求められる。指輪・
ネックレス等は装着不可であるなど、身だしなみに関する細かい
ルールを全員が遵守。また、月に２回（第１・３水曜日）の検便
が義務づけられている。秋から冬場にかけてのノロウイルスが流
行る時期は、月３回の検便となり、カキやホタテ等の二枚貝を食
べないように指導するほか、子どもの吐瀉物を処理した際等に
伝染する可能性もあるので、細心の注意を払ってもらってい
る。
　女性スタッフには、子どもの行事や病気のために仕事を休む
必要のある日があるうえ、インフルエンザ等が流行し、まとまっ

report!
た人数の欠勤者が出る場合にも備えて、運行を確保するための
対策を講じている。前述の業務ローテーションのほかにも、給
食配送経験のある他部門の女性ドライバーに対し、交代要員に
なる可能性を考慮して、いつでも給食の業務ができるようにと検
便やノロウイルス対策をしてもらい、緊急時のシフト変更ができ
るように対応している。
　「当日の朝であっても、早めに申し出てもらえばすぐに対応で
きるので、休まないといけないと分かったら、いつでも、すぐに
連絡をくれるようにお願いしています」（武山社長）

「ママさんドライバー・配送助手」ならではの長所
　同社の給食配送を支えているのは、ドライバーと助手の息の
合った連携だ。トラックをホームに付ける際は、助手がドライバー
をスムーズに誘導。洗車もドライバーと助手とで力を合わせ、細
部までピカピカに洗い上げるなど、コンビプレーが光る。助手の
役割としてはほかにも、配送先の小・中学校に食品アレルギー
のある児童・生徒がいる場合は、アレルギー対応給食を専用の
保温容器に入れてまとめたセットを手持ちし、助手席でしっかり
抱え、用務員さんに手渡しで届けることなどがある。
　「給食センターのスタッフや、学校の用務員や教職員、さらに
児童・生徒たちとのコミュニケーション能力の高さは、子どもを
もつ母でもある、女性ドライバーならではのものです」（同）
　給食配送部門の鮮やかな連携を支えているのが、ふたつの「グ
ループ LINE」の存在だ。学校閉鎖や急なシフト変更等があった
場合の連絡用として会社が設けた「給食配送部門グループ
LINE」がひとつ。もうひとつは、給食配送部門のスタッフが仕
事の進捗状況を報告し合うための、独自のグループ LINEだ。
　この日、阿部さん・清古さん組がヘルプに赴いたのも、このグ
ループ LINE の連絡を受けてのこと。仕事が遅れている組があ
れば LINE 上で相談し、業務が既に完了している組が自発的に
ヘルプに向かう。助手が LINE のメッセージを入力・送信するこ
とができるのも、ツーマン運行でこそのメリットといえるだろう。

武山社長と、チームワーク抜群の給食配送部門のスタッフ18人

保温容器に詰められたアレルギー
対応給食を手持ちで運ぶことも配
送助手の仕事

清古さん㊨いわく「阿部さんはいつ
も笑顔で、仕事も人一倍一生懸命。
見習うところがたくさんある人」

ツーマン運行で荷役負担軽減とスムーズな作業を実現 ！


